
台風・豪雨への「備え」は
　　　　　　　　できていますか

ハザードマップで危険箇所や避難経路を確認をしましょう

　梅雨の時期に続き、まもなく台風の季節を迎えます。全国各地で大雨の発生件数が増加傾向にあり、
豪雨による河川の氾濫や土砂崩れなど多くの災害が発生しています。災害を自分ごととして「自分の
命、財産は自分で守る」を心がけ、平時から備えることが大切です。
　今月号では、危険箇所の確認や情報収集の方法などを紹介します。大雨、台風への「備え」を万全に
しておきましょう。

　町は、土砂崩れや洪水などの自然災害が発生した際に、どの地区がどのような被害を受ける可能
性があるかを、地図上に色分けして示したハザードマップを作成しています。町ホームページで閲
覧できますので、確認しましょう。

ここが大切！

● 避難の目的は、「難」を「避」
けることです。
　自宅の安全が確認できれば、
無理に外に退避する必要はあり
ません。

● 避難先として、安全な親
戚・知人宅に避難することも考
えましょう。

ハザードマップと一緒に 
 「避難行動判定フロー」を確認しましょう

　ハザードマップには町内の避難所や避難経路なども記載してい
ます。どこに、どのように避難すればいいか必ず確認してください。

○洪水ハザードマップ
（土砂災害警戒区域を含む）

● 閲覧する際は、こちらから
←

□自宅や勤務先の近くに土砂災害などの警戒区域や危険箇所は
　ありますか。
□家の近くの川が増水や氾濫した場合、避難方法はありますか。
□避難所までの道を実際に歩いてみるなど、確認してください。
　危険な箇所はありますか。

※ハザードマップは建設課でも閲覧できます。

あなたが取るべき避難行動は？（必ず取り組みましょう）

〈災害発生情報〉
・すでに災害が発生しています。
・命を守るための最善の行動をとりましょう

〈避難勧告・避難指示(緊急)〉
・速やかに避難場所に避難

災害への心構えを高める

ハザードマップ等で避難行動を確認

※避難場所までの移動が危険な場合は、在宅
　もしくは知人宅などに避難

〈避難準備・高齢者等避難開始〉
・避難に時間を要する人と支援者は
　避難を開始
※高齢者の方や障がいのある方、乳幼児など
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目安の気象情報住民が取るべき避難情報警戒レベル

【大雨の警戒レベル別】避難情報と避難行動

　以下の場合は、自宅にとどまり安全を確保
することも可能です。

市区町村からの避難情報を参考に必要に
応じて避難してください。

  ※在宅避難　

ハザードマップで自分の家がどこに
あるか確認して、印をつけてみま
しょう。
家がある場所に色が塗られていますか？

警戒レベル3が出たら、
安全な親戚や知人宅に
避難しましょう

警戒レベル3が出たら、
指定避難所に避難しま
しょう

警戒レベル４が出たら、
安全な親戚や知人宅に
避難しましょう

警戒レベル４が出たら、
指定避難所に避難しま
しょう

●安全な場所に住んでいる親戚や知人宅に避難できるように日頃から相談しておきましょう

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

ご自身または一緒に避難する方は避難に
時間がかかりますか？

災害の危険があるので、原則として※、
自宅の外に避難が必要です。

はい

●浸水の危険があっても…
　①浸水想定区域外
　②浸水深の目安よりも高いところにいる
　③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・
　　食料などの備えが十分にある
●土砂災害の危険があっても…
　④十分堅牢な建物などの上層階に住んでいる
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● ハザードマップは、令和3年2月を目途に
　 リニューアルをして、各家庭に配布する    
    予定です。

ここにも、一つの物語。
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